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要　　旨
　 　 　 　 　 ごん び ん

　本稿 で は 「言便」 を扱 う。「言便」 は 中世中期の 義源撰 『法華経音義』で 発音 に関

す る事柄 を広 く指すの に用 い られ る 。 しか し中世後期 に は 口語的資料の 上 で発音の 良

し悪 し に 関す る用法 に 多 く使用 され る 。 こ の 用 法は 「音便」に もみ られ る が ，「音便」

は言語事象 を説明する 文脈 に多用 され，両者 に は用法 に よる棲み 分けが 確認 され る 。

また 「言便」は，「ゴ ン ビ ンザ ワ ヤカ」の形 で 多用 され るが ，近世初期 に は こ の 形が 「ゴ

ン ビザ ワ ヤ カ」へ と変化 した 。 こ れに よ り 「言便」は使用 の 場 を狭め る 。

一
方で 近世

中期に なる と学術的文脈で 「言便」が確認 され る が．これ は先の 事情に よ り従来の 「言

便」が使用 され に くくな っ たため，新た に生 じた もの と考える 。 本稿で は特に 「言 便」

と 「音便」 と の 用 法に よる棲み 分けに注 目 し，学術用 語 「音便」 の 成立 には ，こ の 語

の 俗語的 な側面 を 「言便」が担 っ て い た背景が ある と考える 。

1　 は じめに ・問題 の 所在

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ごん び ん

　術語 「音便」 の 歴 史の 中で 「言便」 と い う語 に言及 され る こ とが ある 。 本稿は こ の 語

を扱 う。 「音便」の 歴 史 に つ い て は 亀 井孝 （1956），馬渕和 夫 （1961，増訂版 1984）に 詳

しい
。 こ れ らの 概略を私 に まとめ る とお よそ次の 通 り。

　　本来悉曇学や法華経 読誦 な どの 仏教教学に お い て
， 連声等の 現象の 説明過程で用い

　　 られ た 「音便」 は ，時代 が下 る と内典に は見 られ ない 漢語 に も用 い られ る よ うに な

　　る 。 こ こ で の 「音便 」は 単 に 「発音上 の 便宜」 とい っ た程度 の 意味で ，広い 範囲の

　　現象 を捉 える もの で あ っ た 。 その 後，契沖 「和字正濫鈔』で 和語に も適用 され ，宣

　　長 『漢字三 音考 （附録音便 ノ 事）』 に至 っ て現代 と同様の 事象 を指す術語 とな っ た 。

　亀井説 と馬渕 説 とで は扱 う資料に相 違は あ るが，基本的な見解 は共通す る 。 両者共 に

悉曇 や 法華経読 誦 とい っ た学問的場 に おけ る 「音 便」の 用例 を詳細 に検討 し，時代 を経

て学問上の 術語 と して 定着す る様 相 を示 して い る 。

　本稿 で 扱 う 「言便」 は，「音便」 とほ ぼ同 じ事象 を指す もの とされ る 。 例えば亀井 ら

編 （1976）に は 以下 の 通 りに ある （下線は 私 に よる 。 以下 同様）。
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ご ん び ん

　　こ の ほか に も， 〈音便〉に類似 した語に 〈言便〉と い う語が あ っ て ，《節用 集》 をは

　　じめ 室町時代以降の 資料 に み られ る 。 こ れ は t お そ ら くは， 〈音便〉 と明確 な区別
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 に っ　ぽ

　　な しに用 い られた もの の ご と く，《日葡辞書》に も， つ ぎの よ うな記 載 を の こ して

　　 い る 。

　　　Gonbin ．　Cotobano 　couairouo 　yU．　Vt ，
　Gonbin 　zauayacani 　monouo 　y亘．　Falar　com 　elo

−

　　　quencia，
＆ bom 　metal 　de　voz ，　　　　　　　　　　 （平凡 社 ラ イ ブ ラ リ

ー
版 p，43）

　こ こで は 『日葡辞書』 の 記述 を引 きつ つ ，「音便」 との 同様の 語 と して 「言便」を挙

げ る 。 また
， 馬渕 （1961 ：854− 855）で は 文雄 『和 字大観鈔』， 賀茂真淵 『語意 考』 を挙

げ （後述 ），「こ こ に い う 「言便」 も，結局 その まえ に あ る 「音便」 とお な じこ とで あ る」

（p．855） として お り，や は り 「音便」 と共通の もの を指す とみ る 。

　一
方で ，亀井 （1956 ：213，「論文集」に よる）で は 中世期の 資料 に触 れ つ つ 「音便」と 「言

便」 との 関係 に つ い て 次 の よ うな可 能性 を示唆 して い る 。

　　もとよ り言便の 語，古本の節用集の 類 ひ にみ ゆる と こ ろ なれ ば 当時にお い て通行

　　せ る こ とは知 らるれ ど，い か に して 発生 し
，

い か に して廃 れた りけむ を知 らず 。 （補

　　忘記に もみ ゆ 。 ） また，音便 との 関係 の い か な りけむ も知 られ ず 。 お そ ら くは ，音便

　　と異 り， む しろ 俗語 な りし らむか 。 むね と して ，音便 は読誦の 音に つ い て い ひ，言

　　便 は 風俗 郷談 に つ きて い へ る な らむか 。 （ただ し，か ならず Lも， しか ら ざる は，次 に

　　挙 ぐる壗嚢抄の 例 にて著 し。）

こ こで 引か れ る 『壗嚢抄』の 記述は 次の 通 り （句読点濁点等 を私 に補 っ た 。 以下 同様）。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 シ ウ　ラ ハ ツ

　　（1）　 【二 十】三 五 ノ周 羅髪ノ事

　　　　　　 ・・出家 唱 二
。 割愛所親 ヲバ 。 声明 ノ ロ伝 二

。 ケ ッ ァ イ ト引 ト云 ヘ リ 。 言 便

　　　　　悪 キ故 ト云 云 。　　　　（『墸嚢抄』巻十一
　32 丁 表　文安ニ ー三 （1445− 6）年成立）

亀井論で は 「音便」を 「読誦の 音」， 「言便」を 「風俗郷 談」 とみ る位相 差 を想定するが，

「壗嚢抄 』 の よ うな真言僧 の 手 に なる辞書 に お い て ，声明の 読み に 関 して 用 い られ て い

る ため， その 限 りとは しない 。

　こ の よ うに ，「音便」の 語誌が 述 べ られ る過程 で 「言 便」 につ い て の 言及が み える 。

しか し先行研 究で は両 者の 差 に つ い て の 言及はあ る もの の ，「使用法の 類似 する語」 と

い う以 上 の 検討 は な されて い ない
。 「言便」が どの よ うに使用 さ れ ， なぜ 現代 に は残 ら

な い の か は説 き残 された問題 と い えよ う。
これ は，術語 と して の 「音便」の成立 に も関

わ りうる 。 本稿 で は こ の よ うな問題 意識 に 基 づ き，「言便」 に つ い て 文献資料上 の 用例

を確認 しつ つ ， 日本語 史上 へ の 位置付 けを行 う。

2　「言便 」の 用例

2．1　義源撰 『法華 経音義』にみ える 「言便」

現段 階で 確認 して い る 日本側文献の 「言便」の 最 も古 い 例 は，義源撰 『法 華経音 義』（以
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下 「義源音義」）にみ え る 。 本書は 天 台僧義源が 乾元二 （1303）年に法華経読誦 に 関す る

口伝 を記 した秘伝書で
， 諸本 に京都大学文学研 究科図書 館蔵 「法華廿八 品字読 クセ 』，

随心院本 「妙法華経音義』，西 来寺本 『法華読音』の 三 本 が知 られて い る （以下 ，京大本 ・

随心 院本
・
西来寺本）。 これ らの 内，西 来寺本 は義源が直接記 した もの の 系統 に あるが ，

京大本 ・随心院 本は弟子 で あ る叡 憲 に よる 増補が 加わる （cf．山本秀人 （1995），柴佳世乃

（2004））。 書写 時期 は京 大本 「鎌倉後期か南北朝」 （山本 （1995 ：268））， 随心院本 「室 町

時代極 初期 」 （山本 （1995 ： 255）），西 来寺本 「近世後期書写 」（柴 （2004 ： 37）） とそれぞ

れ推定 され る 。 また，西来寺本 は 「本編
注 1

」の み で ある 。

　本書 に み える 「言便」 を以下 に示す 。 なお
，

こ こ で は京大本 を主 に用 い る。 引用文中

に おい て ，声 点 は （ ）で 示す 。 また ［ ］は割書を示 し， ／ は改 行 を示す （以下同様）。

　　（2）　 教 （去 ）詔 （平濁｝［下 モ 去声 ニ ヨ ム ヘ ケ レ トモ ／平声言便也 。 ］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（同書 「本編 」3 丁表）

（3）

（4）

（5）

（6）

　京大本 を扱 っ た高松 政雄 （1982）で は（2），

に つ い て の 言及が み え，

語で は 「言便」 とい う）」（p407） とする 。 確か に ，

よる声調 変化 を指 して い る 。

一
方で （4）は， 「巳」が 「死 」の 音に通 じる 旨を述べ た もの

で ，必ず しもその 限 りで は ない 。 つ ま りこ の 「言便」 が特 定の 言語事象の み を指 した と

は言 い 難い
。 同資料の 「言便」 は単に， 「音の 響 き」 とい っ た程度 で ，発音 に関 して 用

い られ た語 と して 捉 えるべ きだろ う。

　た だ し， （5）に 「大段不 得意之子細」や 「必不 弁之其大体」 と して 「中音」「半音」 な

ど と共に 「言 便 」 を挙げて い る 点に は 注意が 必 要で あ る 。 「先師 ［成 乗房 法印／義源］

示云 」 とあ る か ら， こ れは義源 の 言 と考え られ る 。
つ ま り義源に と っ て ， 口伝の 中で 用

い られ る 「言便 」 な どは，用語 と して は厳密には不 明の もの とな っ て い た とい うこ とが

分か る 。
こ の 記述 の 後 に は 「中音」「半音 」の 解説 と とれ る記述 が み られ る もの の ，「言

若人 遭
    苦 ［去声 言便 不可然＿上声

二

読 ヘ シ］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（同書 「法華経随音句 」 30丁表）
　 　 　 シ

視父而 巳 （平濁 ［巳ノ字言便死
二

通
ス

不可 然 。
ニ コ リテ ヨ ム ベ シ 。 ］

　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　（同書 「法華経随音句」31丁 裏）

先師 ［成乗房法印／義源］示云 慈 覚大師以 来相伝
一

流 異他殆不 （上）相似 尋常

（
−T．）読頗以異様雖其憚多宜住伝 来守一

隅歟 。 大段 不得意 之子細。 中音半音井

言便声句等也 。 必 不弁之其大体 。　　　　　　 （同書 「面受口 決」 44 丁表
一裏）

方 （t ）便 （去 iwn 便 卜云 文字 ハ 呉音 ハ 去声也 。 然而 方文字ガ去声 ニ テ去声 ガ
ニ 字 ッ ・

’

キ テ 聞悪 ク 又 読悪 シ仍 テ方文字 ヲ バ 本声 ナ レ バ 去声 ； 指 シ便文字 ヲパ 言便 ノ 為 ， 平
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ピ ム

声 二 聞ユ ル 様 二 読也 。 声 ヲ モ 如然読也 。 実 ニ ハ 去声文 字也 。 便 タ ヨ リハ 別事也 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （同書 「面受口決」46 丁表
一
裏）

　　　　　　　　　　　　　　　 （6）の 記事 を利 用 する 。 同論に は 「言便」

　　　　　　「連 音上 の， い わば
一
種の 広義の 音便 （「法華廿八 品字読癖」の 用

　　　　　　　　　　　　　　　　　 （2）， （3）， （6）の 「言便」 は音環 境に

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Society of Japanese Linguistics

NII-Electronic Library Service

The 　 Soclety 　 of 　 Japar ユese 　 Llngulstlcs

36

便」 につ い て は言及が ない 。 少 な くとも 「中音 」「半音」 に つ い て は解説が 可 能で あ っ

た の で あ ろ うが，「言便」に つ い て はそ れ が 窺えな い
。

　また
，

随心 院本 に は 「穏便 」の 使用が
一

例確 認 され る 。 使用 した の は 聞書 者の 叡憲 で

あ る
注 2

（京大本 に は 「私 二 云 」以下 は存 しな い が ，同本の 欠落 と考え られ る）。

　　（7）　 耆 闍崛山 中　崛ノ字只 ク トバ カ リ読ム 是 レ ヲ半音 ト云也 。 半音 二 読字多之薄

　　　　　拘羅 ノ 薄字等也 。 私 二 云叡 一師伝如此崛文字 ハ 半音 ニ シテ 崛ク トヨ ム 穏便也 。

　　　　　山中ハ 山中モ 無相 違＿歟但愚懐分也 。　　 （随心 院本 「法華経随音句」裏 2 丁表）

本書 にお ける 「言便」が声調 や 同音衝突 と い っ た ，音の 響 きに関する もの で ある の に 対

し，
こ の 個所 は 「クッ 」を 「半音 ニ シ テ」，「ク」 とす る， い わ ば分節音 レ ベ ル で の 現 象

を述べ て お り，対象 とす る現象が 異な る よ うにみ える 。 そ の た め両者 を 同様の もの と捉

える に は保留 が必要 で あ ろ う。 しか しこ こ で ，義源が 口伝 の 中で 「言便」が不 明の 用語

と して い るの に対 して ，叡憲 が私注 におい て 「穏 便」を使用 して い る こ とは指摘 で きる 。

つ ま り， 同義か は不明 で ある もの の ，本書で は 「言便」 が 口伝の 中で の み で あらわれ る

用語 とされ る の に対 して ，「穏便 」 は少 な くとも叡憲 の 使用 語彙で あ っ た こ とが わ か る 。

こ こ か らは両者の 盛衰 の 状況 が窺えよ う。

　なお
， 本書よ りもや や 下 るが，同 じく天台僧 の 心 空 に よ る 『法華経音義』に は 「音便」

が み え， 「言便」 は確 認 され ない 。

　　（8）　 他音属 自声 トイ ハ 音便 ニ ヨ リ テ上 ， 字ノ 音 ヲ下ニオサ メ 下 ノ 字 ノ 音 ヲ
上 ニ オサ ム ル

　　　　　事ア リ　　　（心空 『法華経音義』上 巻 21 丁 裏
一22 丁 表 貞治 四 （1365）年成立 ）

心空 が叡 憲 と同様の 伝授を受けたか は 定か で はない が ，以上 か ら 「言便」は法華経読誦

の 場 にお い て 使用 の 痕跡 が み られ る もの の ， 中世 中期 ご ろ に は 廃れ て お り，「音 便 （穏

便）
注 3

」 の 方が メ ジ ャ
ー

な存在 として用い られ て い た とい うこ とが 窺える
注 4

。

　2．2　中世後期

　2．2．1 言便

　次に文献上 に 「言便 」が確 認 さ れ る の は ，中世後期 以降 に下 る 。 口 語 的と され る 資料

に 多 くみ られ， い ずれ も 「発音 の 調子」 とい っ た意味で 捉 える こ とが 出来る 。

（9）

（10）

（ll）

（12）

言 ［ゴ ン／ イフ
注 5

］論 ［ロ ン ／ ア ラ ソ フ ］…便 ［ビ ン ／ス ナワ チ ］…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （文 明本 『節用 集』
注 6

室 町中期成立）

其在
時 ニ ー宗広朝廷

二

＿。 便 々
トシ テ言畦

ン

霪
リ

尓 。 匚便 々 ハ 言辨也 。 孔子 助
テ

ニ 君
ノ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヒ ン 　　　　　　 　　　　　　　　 ン ジ メ ク

祭
ヲ

在
テ ハ

＿宗広及 朝廷
二

言便サ ワ ヤ カ ニ 而 モ 勤 敬 ス ル ゾ］

　　　　　　　　　　　　　　　　　 （足利本 『論語抄』郷党第十　16c成立）

此物
一物 ハ 清 ソ 。

コ ン 便カ ワ ル イゾ 。
ハ タ ノ トキ モ フ ツ ノ音テ ス ム ゾ 。

　　　　　　　　　　（両足院本 『毛詩抄』巻十 13丁表　天文八 （1539）年成立 ）

唯今之世上 は男 も衣装 も言便 さわやか な る も入れ 申さす候
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（13）

（14）

（15）

（16）

　　　　　　　 （『毛利家文書』安国寺恵瓊寺林就 長連署状　天正十
一

（1583）年）

Gonbin ．ゴ ン ビ ン （言便 ）Cotobano 　 couairouo 　yU．（言 葉 の 声色 を言 ふ ）例 ，

Gonbin　zauayacani 　monouo 　yU．（言便爽や か に物を言 う）よ どみ な く， よい 声

で 話す 。

　　 （『日葡辞書』本編 1603− 4 年刊 　127 丁表，引用 は 『邦訳 日葡辞書』 （p．307））

Oratoriさ
，
　adu ．　Lus．　Polida

，
＆ elegantemete 　como 　orador ．　Iap　Goncuuo 　t撃urane −

te，　benjetni， 一 ．　　　　（『羅葡 日対訳辞書』1595 年刊 p．531 右段）

ご ん びん を聞，色 を見而 けん くはに もて な して ，指ちが ゑ て死 べ し

　　　　　　　　　　　　　　　 （『三 河物語』 巻
一

　寛永 三 （1626）年頃成立 ）

（鳶 と鷺に どちらの 鳴 き声が美 しい か を問わ れ た 鷲が，）「鷺は い か さま言便み じ

か く当風 に あへ り」　　 （『醒睡笑』巻 四　い や な批判　寛永五 （1628）年成立 ）

　 これ らの 内，「言便」に対 して 「悪 い 」や 「さわ や か⊥ 「み じか く」 とい っ た評価 を

加 える用法が 目立 つ
。 （13）， （14）に 「ゴ ン ビ ン ザ ワヤ カ 」と連濁 した形が確認 され る こ

とか ら， こ の 形が 当時慣用句 と して ある 程度定着 して い た とみ て よい だろ う。

　2．2．2　評価 を伴 う 「音便」

　 なお ，亀井 ら編 （1976）で 「音便」に も同様の 用法が み られ る こ とが指摘 され る 。

　　 （17）　 以一 道 理 ヲ 云 ハ 老列荘 ト云ベ シ 。 老荘列 ト云 ハ 荘子 ヲ本 二 注ス ル ポ トニ 列 子

　　　　　 ヨ リ上 二 荘子 ヲ アゲ タ リ。 老子 ハ 荘子 力祖ゾ 。 サ テ 上 ニ ヲ ク ト云 。 此義ハ ワ

　　　　　 ル イゾ 。 荘子 バ カ リ注シ タ ト見 タ カ ラ云 コ トゾ。 三 部ナ ガ ラ希逸ガ注ス ル ゾ 。

　　　　　唐本 ニ モ 三部 ヲ ヒ トツ ニ シ タ ガ ア ル ゾ 。 此 ハ 只音便ガ好ゾ 。 マ コ トハ 列子 ガ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ウ へ

　　　　　弟子 ナ レ ドモ 列子 ハ 上 ノ者ゾ 。 列子 ガ風 二 乗 ヲモ 荘子 ハ 刺 ゾ。 曹洞 ト云 モ 音

　　　　　便好ゾ洞山曹山ナ ン ドモ カ ウ云 ゾ。 持遠モ コ レ ゾ 。 恵遠恵持 ゾ 。

　　　　　　　　　　　　 （土井忠生氏蔵 本 『荘子抄』巻一 7 丁裏　享禄三 （1530）年成立 ）

　こ こ か らは 「言便」 と 「音便」との 類似性が指摘で きよ う。 しか し，中世 後期 の こ の

ような 「音便」の 例は （17）の 外に 確認 して お らず ， や は り言語事象を説明す る用 語 とし

て の 用法が多 い 。 こ れ は，「言便」が 「ゴ ン ビ ン ザ ワ ヤ カ 」 とい っ た慣用句の 形 で 確認

される
一

方 で ，「音 便」は 「日葡辞書』 な どに も確認 され ない とい う点，単 に現存資料

に こ の よ うな 「音便」が偶然確認 されて い ない とい う訳で は な い
。 両者は基本 的な意味

は 同様で あるが， その 使用文脈 に はそれ ぞれ傾 向が あっ た と考 えるべ きだ ろ う。

2．2．3　 「言便」 と 「音便」の 両用

『玉塵』 と　『壗嚢抄』には 「言便」 と 「音便」が両用 される 。

（18）

（19）

リチ i ク

釐陟一 一
ハ 紙 ノ名ナ リ。

…
（中略）

…
王 子年 ガ拾遺記 ニ ハ モ トハ 陟釐紙 トカ イ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゴ ン t ン

タ ゾ 。 漢 ノ人 ガ語 ノ言便 二 字 ガ カ ワ ツ タゾ 。 国 々 舌内 ニ ヨ ツ テ音 ガ カ ワ ル ゾ 。

　　　　　（国会図書館蔵本
注 フ

r玉 塵』巻十
一 32 丁 表　永禄六 （1563）年か ら抄）

家 ノ ワ カ イ少年
一

人 ア リ 。 ソ レ ニ トモ ニ 老子経 ノ 事ヲ 語タ ゾ。 ソ ノ 少年ナ リ
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（20）

（21）

（22）

カ ・ リ，容儀美然 トシ テ ， ケ ダ カ イ ゾ。 老子ノ 事 ヲ談ス ル ニ コ ワ イ ロ 言便 コ

トバ 深 ウ シテ ， ヲ ク フ カ ウ， トヲ イ浅近 ニ ナイ ゾ 。 　 （同　巻三十七　40 丁裏）

朱殷 。 左輪 　 。 詳肘 。 去 ノ 送句 ノ 用 ニ ハ 左輪 ノ コ トハ ナ イ ゾ 。 殷 ワ ン ト
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヲ ン 　ビ ン

ヨ マ ル ・ ゾ 。 ア ン ガ 本 ゾ 。 カ エ シ ガ ア ン ゾ 。 ワ ン ハ 音一便 。 音 ノ サ タ ノ 時 二

音便 ト云 事 ア リ。 音ノ如 二
。 ッ ・

“

イ タ字云 エ バ
。 云 イ ニ ク イ ホ ドニ 音 ノ ビ ン

ギ ヨ リニ
。 便 當 二 本 コ エ ヲ ハ ヅ イテ 云 ゾ 。 　 　 　 　 （同　巻 三十五 　86丁裏）

…出家唱 二
。 割愛所親 ヲバ

。 声明 ノ ロ伝 二
。 ケツ ア イ ト引 ト云 ヘ リ。 言便悪

キ故 ト云 云 。 　　　　　　　　　　　　　　　 （『壗嚢抄』巻十
一

第二 十段　32 丁表）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 カ ス カ イ

魚 ノ
ー

コ ン ト云 ハ 何 ノ 字ゾ　
ー

喉 ト書也 コ ウ ヲ コ ン トヨ ム 類 ヒ 多シ 鎹 ヲ モ
ー

コ ン 。 ニ コ ン ト云其字 ハ 鈎 ナ ル ベ シ 鈎ハ ツ ル 也一
ッ リニ ッ リ ト云 心也 。 是モ

コ ウ ヲ コ ン ト音便 ニ ヨ ル 也　　　　　　　　　 （同　巻
一

第五 十九段 　49 丁表）

　 『玉塵 』 で は同書 の 「言便 」 は 「漢 ノ 人 ガ言 便」や 「コ ワ イ ロ 言便 コ トハ 深 ウ シ テ」

とあ っ て ，音 の響 きに関す る もの と とれる 。
こ れ らは他の 中世後期資料の 用例 と同様 に，

特定 の 言 語事象 を指す もの とは言 い 難 い
。 こ れ に 対 して ， 「音便」は発音の 困難 な語 を

容易に発音する ため，音 を変化 させ る ，「音 ノ ビ ン ギ 」と解説が 加 え られ る 。
つ ま り 「音

便」 は こ れ 自体が 「音 ノ ビ ンギ 」 と い う事象 を指す もの と して 使用 され る 。 『壗嚢抄』

に も 「言便悪 キ」 と 「音便ニ ヨ ル 」 とで ， や は り用法上 の 差が見受け られ る 。 こ の よ う

に両者 を用 い る 資料 で は，それぞれ の 用法 を使 い 分 ける 。 こ こか らも先 にみ た よ うな用

法の 差が窺えよう。 つ ま り，両者は基本 的に 同義で はあ りなが らも，当該時期におい て

「言便」の ほ うが評価 に関わ る使用が多 く，「音便」 は言 語事象を説明す るた め に用 い ら

れ る傾向に あ っ た と考 え られ る 。 特 に 「音便」 の 用 法 は，特殊 な言 語事象に つ い て 言及

する場合の もの で ある か ら， 日常的 に使用 され る もの とは考 えに くい
。

こ れ は む しろ 学

問的場の 使用に馴染む もの で は ない か 。

　2．3　近世国学者の 「言便」

　以上 は中世末期 ご ろ まで に成立 した もの を示 しt 用 法差 を確認 した 。 しか し
， 馬渕

（1961）で挙 げられ る， 近世の 国学者の記述 に は先程 とは異 なる用法で 用 い られて い る 。

　 　 　 　 ヨ ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ゴ ン ビ ン

　　（23） 讀 くせ と云 は 。 正 音 に あら ざれ ど も。 言便に したか ひ て 。 變 じ傳 ふ る あ り。

　 　 　 　 　 ＝ヨ ヰ ム 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　シ ユ シヤク

　　　　 「女院」 を 「に よ うゐ ん」 と し。 （…中略
…）「朱雀」 を 「す さ く」。 又 「しゆ

　 　 　　 　しやか 」 とす る類 。

　　　　　　　　　　　　　（『和字大観鈔』宝暦 四 （1754）年成立　下巻 21丁裏
一22丁 表）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ビ 　 　 カ ミ 　 イ マ ス ビ ヂ ニ 　 カ ミ 　 　 　 　 ／ホ ル コ ヱ シ ル シ 　 　 サ ル

　　（24）
　 　 　 　 　 　 　 チ ニ ノ　 　 　 　 　 ツ

ー古事記 に宇比地迩上神，次妹須比地迩去神 と有て
， 始 は上 聲を注，次は去

　 　 シ ル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ア ナ ニ ヤ シ エ 　 ヲ ト コ ヲ

聲 を注 した れ ど，か ける字 をば異にせ ざ り，又 阿那迩夜志愛上 袁登古袁ちふ

袁登古の袁
柵

は去聲 な る を， こ ・ に は 上聲に唱 ふ れ ど も， 字は こ とにせ す，

此外言便に よ りて ， 音 は こ とに なる多か れ と， （以下 略）
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　　　　　　　　　　　　　　　（『語意 考』流布本 ： 寛政元年 （1789）年刊 4 丁表
一5 丁表）

　 　 　 　 　 ア フ ミ ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 カ　 ナ

　　（25）　○淡海 國 は もと
’
阿波宇美 て ふ 名な る を，其波宇を約れ は，布 と成故に ，假 名

　 　 　 　 　 　 ア　 フ　 ミ

　　　　　は阿布美 と書也 。

　　　　　［是をあ うみ の 如 く唱 るは言便也 。 其唱 の ま ・ に せ ば
，

お うみ ともあ うみ と

　　　　　も書へ きを，必 あふ み とか き來 しに よ りて ，其本 阿波宇美て ふ こ となる は 知

　　　　　る ・・ な り。 ］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （同　21 丁表
一
裏）

　　（26） ○言便の 濁 りは， 二 言 をい ひ つ ・ くる時に必 あ り。 そ も又海河山河我人 な と
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

　　　　　の 類 は，彼此 をた ・ な らへ い ふ 故 に濁 る事 な し。 山之川の 之 を略 きて や まか
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ　　　　　　　　 ノ

　　　　　は とい ふ に は，川の か を濁る，浦之 人，山之人，をうらパ 山人
’一
とい ふ 時 も，

　　　　　ひ を濁る は皆是也 。 又山之風 をも山風 とい へ ど， こ は下 にぜ の 濁 りあ れば ，

　　　　　ゆづ りて か を濁 らず，此類 も有な り。 凡言便の濁 りをよ く心得 る事は，年経
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ツ ネ

　　　　　つ h 心 を用 ゐ ざれ は か な はず，然る に平言 に は， お の つ か ら此 言便の清濁 り

　　　　　を誤るは まれ也 。

…　　　　　　　　　　　　　　　　　 （同　32 丁 表
一裏）

　 こ れ らは ，読癖 や声 調，清濁 に 関する事 象を 「言便」 と して 説 明す る 。 中世後期 ご ろ

に確認 され た もの の よ うに発音に対する評価 を伴 う訳で はな く，言語事 象の 説 明に用 い

る点 ，
む しろ 「義源音義」にみ られた用法 に近い

。

　以 上 確認 した とこ ろ をま とめ る と，文献上 にお け る 「言便」の 例 は 中世 中期 ご ろ に ，

学術的 資料で広 く音の 響 きを指すの に使用 され た もの が あるが ， 中世後期 ご ろ に至 る と

様 々 な文献で 「ざわ やか」な どの 語を伴わせ て ，特 に音の 評価 を伴 う用法 に使用される 。

一方で ，近世 国学者の 著作 で は言語事象 を説明す る用法で 使用 される 。

　 これ だ けをみ る と， 「言便」が 中世 か ら近世 に至 る まで 基本 的 に 同 じ意味 で使 用 され

続 けて い る と考 える こ と もで きる 。
つ ま り中世 後期に 用法が 偏 っ て み えるの は単 に 資料

上 の 表出状 況に過 ぎず，実際 に は どの 文脈 で も使用 され てい た とい うこ と に なろ う。 だ

が ，先に 確認 した通 り，「義源音義」で の 「言便」は既 に 学術 的用 語 と して は厳密 に理

解 されて い ない 状態に あっ た。 また 中世後期の 用例か らは 「言便」は 「音便」 と用法上

の 使用差が想定 され た。 これ らの 点か ら
，

や は り単な る資料上の 表出状況 で は片付 けら

れ ない 。 （23）〜 （26）の よ うな例 は どの ように説明するべ きか 。 これ に あた り，以下 で は，

「言便」に生 じた語形変化に注 目す る 。

3　「ゴン ビ」につ い て

　3．1　「ゴ ン ビン 」と 「ゴ ン ビ」

福 島邦道 （1972）で はキ リ シ タ ン版 『サ ン トス の御作業』 （以下 「サ ン トス 」）に現れ る

「言尾」とい う語 につ い て ，「言便」と関係 す る もの と して扱 う。 こ こで は 以 下 の 版 本 「サ

ン トス 」 とバ レ ト写本の 対応箇所 との 用例 の 相違 を問題 と して い る 。

　　（27） 帝王サ ン タの知恵の 賢さ と，天 下 無双の 美人 な る こ とを見て ，邪 なる望を起
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 き　し ltく

　　　　　 こ され ん気色 と ゴ ン ビ と を察 し給い て，少 し も取 り合 わぬ こ と を宣い 。

　　　　　 （「サ ン トス 」下巻 「サ ン タカ テ リナ伝 」p．65　IL　18
− 221591 年干IJ，原文 はロ ー

マ 字 。

　　　　　 翻字 は私 に よる 。 以 下同様 。 ）

　　 （28） 帝王サ ン タの 知恵の 賢さ と天下 無双の 美人 な る こ とを見て邪なる望 をお こ さ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 き しき

　　　　　 れ る起 こ され ん気色 と ゴ ン ビ ン とを察 し給 い て 少 し も取 り合わぬ こ と を宣 ま

　　　　　 い
。 　　　 　　　　　 　　　 （バ レ ト写本 「サ ン タ カ テ リナ伝」278丁裏 11．1− 3）

　サ ン タ ・カテ リナが 帝王 の 「気色」 と 「ゴ ン ビ （ゴ ン ビン ）」か ら 「邪 な る望」 を察

した とい う文脈で あ り， こ れ ら は 「表情」と 「口 ぶ り」と解釈出 来．「ゴ ン ビ」は 「言便」

と同 じ意味 と理解 され る 。

“
gonbi

”
は 版本 「サ ン トス 」の 巻末の 語 彙集成で ある 「こ と

ばの や わ らげ」や 『落葉集』 に 「言尾 」で 登 録 され て お り，誤植 で は ない 。

　 　 　 　 　 coteba　　　　　　　　 Ye

　　（29）　Gon − bi，　Sonfonete　das　palauras（私訳 ：言一尾 。 こ とばの 響 き
注 9

）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （『サ ン トス の 御作業』「こ とばのや わ らげ」 12丁表）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 マ マ

　　 （30） 言 ［ご ん／ こ とば／ まぶ す／ もの い ふ コ　尾 ［び／お ］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （『落葉集』　本篇 35丁裏）

　福 島 （1972）で は キ リ シ タ ン 資料 に 現 れ た 「言尾」 に つ い て ， 同 じ もの と して 扱い ，

キ リ シ タ ン 資料や 日本側文献の 「言便」と比 較 しつ つ ， 「「言便」と 「言尾 」とで は， 「言

便」の 方が 由緒ある古 くか らの こ とばで は な い か と思 わ れ る」 （p．139；1973 版 ） とす る 。

以下 で は ， こ の 「ゴ ン ビ」が 「言便」の 用法の 変化に 関わ る もの で ある こ とを示す 。

　3．2　「ゴン ビザ ワ ヤ カ」

　3．2．1 用例

　先 の （27）〜 （30）で は 「ゴ ン ビ」 と い う語 を確認 した 。
こ れ 以外の 用 例 をみ る と，管 見

の 限 り全て 「ゴ ン ピザ ワ ヤ カ」の 形で現 れ る 。 近世節用 集に もこ の 形で登 録 され て い る 。

　　（31）　Eloquor
，
　eris．　Lus．　Falar　eloquentemente ．　Iap．　Benjetni　monouo 　yO， 越

　 　 　 　 　 マ 　マ

　　　　　p m ．　　　　　　　　　　 （『羅葡 口対訳辞書』p．238左段）

　　（32） 言語道断 匚ご ん ご だ うだん／ コ トバ 　カ タ ル 　 ミチ　未詳］。

一・・一 美爽 ［ご

　　　　　ん び ざわや か ／口口ロ 　サ ウ］。

　　　　　　　　　　 （r頭書増字節用集大成』元禄十 （1697）年刊　 こ部言語門 。 口は 欠損）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 くす り う り

　　（33）　 しか もい きご み面 白イ所有 。 ごん ひ さ はや か に 聞ゆ れ 共 。 何 とや らん薬賈の

　　　　　 口 上の や う成所有 。 其上 や つ しかい もく也 。

　　　　　　　　　　　　 （評判記 『役者 口三 味線』京巻 　20 丁表　元禄十二 （1699）年刊）

　　（34） …然 れ共諸見物方が 。 さ りとは きれ い な藝 とい ひ 。 長ぜ りふ をご ん ひ さは や

　　　　　か に 。 大入 の ある に 。 むかふ 迄あ ざやか に聞へ て 。

…

　　　　　　　　　　　　 （評判記 『役者色紙子』江 戸巻　15 丁表　享保十三 （1728）年刊）

　『羅葡 日』に は （14）の 「ゴ ン ビ ン ザ ワ ヤ カ」の 形 もみ られ，語釈 の 内容
注 1°

もほ ぼ 同
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様で ある た め
，

こ の 段階で は 「ゴ ン ビ ン ザ ワ ヤ カ 」と 「ゴ ン ビザ ワヤ カ」は併用 されて

い た らしい 。 しか し，近世節用 集の 類 をみ る と（32）の よ うに 「言美爽」な どの 表記で 「ゴ

ン ビザ ワヤ カ 」が 載 り，確認 した範 囲
注 1］

で は 厂ゴ ン ビ ン 」 と共に載る もの は確認 され

ない
。 また，上記の評判記の例 はい ずれ も 「ごん ひ さはや か」で あ り， 濁点が確認出来

な い もの の ，「ゴ ン ビザ ワ ヤ カ 」 と考 えて よい だ ろ う。
い ずれ も役者 の 発音 に つ い て の

賛辞で， 「言便 ざわや か」 とい っ た時 と同様 で あ る 。 こ れ らの 文献上 の 表出時期 な どか

ら，本稿で も福島 （1972）同様 「言便」が 「ゴ ン ビ」に先立 つ 語 と判 断する。

　3．2．2 語形変化

　「ゴ ン ビ」は語形 用法の 近さ か ら 「ゴ ン ビ ン 」が語形変化 を起 こ した もの と想定さ

れ る 。 こ れ に つ い て
， 本稿 で は 「ゴ ン ビ ン 」か ら直接 「ゴ ン ビ」が 生 じたの で は な く，「ゴ

ン ビ ンザ ワ ヤ カ」の慣用句か ら 「ゴ ン ビザ ワヤ カ」が生 じた と考える 。
こ れは 「ゴ ン ビ」

単 独 よ りも， 「ゴ ン ビザ ワヤ カ」 の 例 が ほ とん ど で
， 近世 節用 集に もこの 形で 登録 さ れ

て い る とい う点， 及び こ の 方が 当時の 音韻事象 か ら説明 し易 い 点に よ る 。

　後者 に つ い て 説明 を加 えて お く。 「ゴ ン ビ ン ザ ワ ヤ カ」はザ行の 前に撥音が前接する 。

こ の よ うな濁音前の 環境で撥音が 消失する例が ，中世 期 に は しば しば み られ る 。

　　サ ンザ イ　 〉 　 ミ ソ サザ イ （鳥名 ：鷦鷯）　 　 　　 　 　　 　 （cf．佐藤武義 （2001））

　　 ウ ン ジ ュ ウキツ 　 〉 　 ウ ジ ュ キ ツ （温州橘）

　　　　　　　　　　　　（易林本 『節用集』な ど 「ウ ン ジウ キッ」⇔ 『日葡辞書』
“

vjuqit
”
）

　また，時代 は下 るが ，謡 曲指 南書 『謳 曲英華抄』 の 次の 項 目も注 目され よ う。

　　（35）　o 上 中下略
　 　 　 　 　 　 　 デ 　 デ デ 　 カ セ ン ホ ゾ ン ゴ ゼ ヲセ シ ジン フ ゲツ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 フ ヅキ

　　　　　
絃
思 出　

me
思 出　

唐
出舟　

八

合 戦　
鞍
本 尊　

望
御前／

百
仰　

百

信心　
雷
鳳月　

砧

文月

　　　　　畦 暮
ン

秩鞴 ／
・ 喨蔘 楠驫 ・茄 ・離 哨 笨 囁 lil／・菘蒲

　　　　　百農宣　景 堺緩　殺替姦　夕永簟　烏差迸蔚／　筐

泰山府看

　　　　　 （『謳曲英華抄』京都大学文学研究科図書館 蔵　明和八 （1771）年成立，／ は改行 〉

　 これは謡 曲の 読癖 に関す る項 目で ，謡曲に現 れる語 形の 内，本来的な読み か ら音が 省

略 された と判 断 された もの が挙が る。
こ の 内，下線 を付 した もの は濁音前の 撥音が消失

した もの で ，上記 の 例 に類す る もの で あろ う。

　こ の よ うな例 を踏 まえる と，単純に 「ゴ ン ビ ン 」の 語末の 撥音が 欠落 した とす る よ り

も， 慣用句 「ゴ ン ビ ン ザ ワヤ カ 」が こ れ ら と同様の 音変化 を蒙 っ た と考える方が ， こ の

語形変化 をよ り積 極的 に説明で きる 。 なお， こ の 音変化 自体 が どの よ うな原 因で 生 じた

事象 で ある かは説明が加 え られ るべ きだ が，本稿 で は ひ と まず， こ の よ うな傾 向がみ ら

れ る とい う点を指摘す るに留め る
ik　12

。 本稿で は 「ゴ ン ビ ン 」 と 「ゴ ン ビ」の 関係 を

ゴ ン ビ ン ザ ワ ヤ カ　 〉 　 ゴ ン ビザ ワ ヤ カ　 の 変化が 生 じた もの と推定す る 。

　こ の 場合，「サ ン トス 」等で 「言 尾 」と単独 で 使用 され て い るの が 問題 とな ろ うが
， 厂羅

葡 日」で 既 に 「ゴ ン ビザワ ヤ カ」が み える点な どか ら， 「ゴ ン ビザ ワ ヤ カ 」生 じた後， 「ゴ
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ン ビ」の み が取 り出され て 使用 され る場合 もあ っ た もの と考える 。

4　近世期 の 「言便 」

　4．1　 「言便」の廃用

　以 上 か ら慣用句 「ゴ ン ビ ン ザ ワ ヤカ」 は近世前期 に は 「ゴ ン ビザ ワヤカ 」へ と変化 し

た もの と考 える 。 こ の よ うに慣 用句単位 で の 変化 が生 じさせ て い る こ とな どか ら，「言

便」 は 「ゴ ン ビ ンザ ワ ヤ カ」の 形で 多く使用 され る語で あ っ た と考え られ る 。

　 さて ，近世期の 問題 と して 近 世国学者の 「言便」の 扱 い を挙げて い た 。 「音便」は学

術 的 な専 門用 語 として ，「言便」 は広 く発音の 調 子 を指す こ とば として 使用が 分 か れ て

行 っ た はず で あ るが ， 『語 意考』や 『和 字大 観鈔』 と い っ た資料で は 「言 便」が 専 門用

語 の よ うに扱 わ れ て い る の をどの よ うに考える か 。

　 こ れ に つ い て ，前節 で 触 れ た 「言便 」 に 生 じた慣用 句 の 変 化か ら考 え よ う。 「言便 」

の 主な使用 法，慣用句 「ゴ ン ビ ン ザ ワヤ カ」は 「ゴ ン ビザ ワヤ カ」へ と変化 したの で あ っ

た 。 こ の こ とは 「言便」その もの の 衰退 に関わ る 。 慣用句が変化 し，「ゴ ン ビザ ワ ヤ カ」

が 成立すれ ば，「言便」は 口 語 と して 使用 され る主 な 場 を失 うこ と とな る 。 そ の た め ，

新 しい 形で ある 「ゴ ン ビザ ワ ヤ カ」が 従来の 「ゴ ン ビ ン ザ ワ ヤ カ」よ りも広 く使 用 され

る よ うに な っ た段階で ，「言便」は 従来 よ りもその 使用 の 場が 狭 ま る 。
つ ま り 「ゴ ン ビ

ザ ワ ヤ カ 」 の 成立 は 口語 の 世 界 に お ける 「言便 」 の 廃 用 に繋 が る 。 もちろ ん， 「言便」

単独 で用 い られ る こ とも想定で き，廃用 に直結す る とまで は い えない 。 しか し次 に挙げ

る 「志不可起』の 記述 か らは，既 に 「言便」が
一

般 的 で は なか っ た こ とが窺 える 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゴ ン ピ う ハ ヤ カ 　 　 　 　 　 　 ゴ ン ペ ン う ハ ヤ カ

　　（36）　 ごん びん さはや か　節用集 二 言美 爽 ト有 。 私 日言弁 和 ナ ラ ン カ

　 　　　　 　　　　　 　　　　 　 （『志不 可起』 享保十 二 （1727）年成立 　五 巻二 十九丁表）

　 「志不可起』で は見出 しに 「ご ん びん さは や か」を挙げる 。 そ して 語釈に節用集の 「言
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゴ ン ベ ン サ ハ ヤ カ

美爽」の 情報を付 し，更に私注 として原 形 に 「言弁 和 」 と分析する 。 「ご ん びん さはや

か 」に対する検討で ， 「言便」につ い て触れ ず， 「言弁」な どを持 ち出す点，既に 「言便」

が
一

般的で は なか っ たの だ ろ う
注 13

。 また，「ゴ ン ベ ン 」は 『新著聞集』に もみ える 。

　 　 　 　 　 ふ くち う　 へ び　 しやう　 もの 　 　 　 　 　 　 もの 　 くり

　　 （37） 腹中に蛇 を生 じ言をい ひて 物 を食ふ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 こ じ 　 　 　 　 　 べ う ぶ 　 　 　 　 　 　 　 もの 　 　 　 　 　 　 　 　 　 さい

　　　　　京あぶ ら小路二 條上 ル 町 屏風や 長右衛門 とい ふ 者の 子 ，長 三 郎 とて 十二 歳
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 げん ろ く　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　 おび た X

’
　　　 は つ ね つ 　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　 ふ くちう

　　　　　に な りし，元碌十 六年五 月上 旬 よ り，夥 し く發熱 し， 中旬 に い た り，腹 中
　 　 　 　 　 　 　 しゆ もつ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ごん べ ん　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 こ と

　　　　　に
注 14

腫物 の 口 あ きて ，其口 よ り，言便あ ざや か に，本人 の 言に したが ひ て，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 しよく じ　 　 なに

　　　　　 もの をい ひ ，又 食 事，何に よ らず くら ひけ り。

　　　　　　　　　　　　（『新著聞集』寛延二 （1749）年刊 18 巻 20 丁裏
一22 丁表　雑類篇）

　は っ きり した発音 を 「一 あざや か に」とする用 法は 中世後期 ・近世初期 の 「ゴ ン ビ ン 」

と 同様で ある 。 しか し 「言便 」に は 「ご んべ ん」の 仮名が振 られ て お り，語形が 異な る 。

こ こ か らは寛延 二 年の 段階で 「ゴ ン ビ ン 」が 選択 され ない こ とが窺える 。 なお
， 「ゴ ン
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ビ ン 」 と 「ゴ ン ベ ン」 との 関係 も言及すべ きで ある が，本稿で は扱 えない 。 こ こ で は発

音 の 評価 に関す る用法で 「ゴ ン ビ ン」の 語形が 失われ て い る点の み を指摘 して お く。

　4．2　国学者の 「言便」

　つ ま り，近世前期以 降に 「ゴ ン ビザ ワ ヤ カ」が広 まる に つ れ て ， それ まで 用 い られ て

い た 「言便」は使用 の 場 を狭め て 行 っ た 。
こ の 様な状況下で 国学者の 記述 に 「言便」が

用 い られるの は， 「言便 」の 評価 を伴 う用法が 失われ た た め に ，改 め て言語事象 を指す

用法で の 使用が許 された もの と考 え られる 。 こ の 背景 に は，既 に 「音便 」が学術 的文脈

に馴染ん だこ とば とな っ て い たため， そ こ か らの類推が働 い た とい う面 もあろ う。

　た だ し， なぜ こ れ らの 文献で 「言便 」が選択 され た かは 不 明で あ る 。 「音便 」か らの

派生 で新語 として の 「言便」 が生 じた とい う可 能性 もあ る が ，学術 シ
ー ン で の 用例 が 多

くは 得 られ ない た め，詳細 に つ い て は分か らない 。 だが こ こ で は ，

一
旦従来の 用 法で の

「言便 」が消 失 した こ とで ，それ まで の 慣 用 に 拘 束 され な い 状況 が 出来上 が っ て い た と

い うこ とを重視 したい 。 どの よ うに して こ れ らの 記述 に 「言便」が 登場 した にせ よ，そ

の段 階に お い て こ の 条件は必須 で ある。 本稿で は こ の 点を強調 して お く。

5　「言便」は何処 か ら来たか

　本稿 で は 「言便」 と 「音便」 に つ い て
， 日本 に おけ る 用法の 変遷 を明 らか に する こ と

を 目的 と して ，考察 を進 めた 。 しか しそ もそ もの 「言便 」の 起源 を 問えば， この 語 は 中

国文献に おい て そ の 用例 を見 出す事が 出来 る 。 『大 漢和辞 典』 に は以下 の 通 りに ある 。

　　【言便】川 　言葉の い ひか た 。 〔倶舎論 二 十六〕然説＝ 見言＿乗 r 言便＿故。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （10巻 p383 ）

　 こ の よ うな中国文献にお ける用例 は 「音便」に は確認 され ない
。 こ こで は 「言便」の

用例 は仏 典 資料か ら挙 げ られて お り， 日本側仏書で の 使用 に 影響す る こ とも考え られ

る 。 こ の 点 は 当然問題 とな る が ，本稿で は扱わ な か っ た 。 「言便」の 歴 史を さ らに検討

する には，中国文献の 用法 を含 め て 進 め る必要が ある だ ろ う。 今後の 課題 と した い
。

6　ま とめ

　本稿 で は ，「言便 」 の 歴 史に つ い て 「音便 」及 び 「ゴ ン ビ」 との 関係 を踏 ま え つ つ 述

べ た 。 以上確認 した所 をおお まか な時代 区分 に沿 っ て 整理 す る 。

　　中世 中期 ：「言便 」は広 く「発音 の 調子 」を指 す語 と して 学術 的文脈 に使用 さ れ たが ，

　 　　 　　 　 早 い 段 階で 廃 れ た 。

　　中世後期 ；「音便 」が言語 事象に対す る 説明概念 を指すの に多 く用 い られ る よ うに

　　　　　　　な り，「言便」 は発音 に対 す る評価 の 文脈 で 多 く用い られ る よ うに な る 。

　　近世前期 ：「言便 」 の 主 な用法 で あ る 「ゴ ン ビ ン ザ ワヤ カ」 が 「ゴ ン ビザ ワ ヤ カ」
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　　　　　　　 へ と変化 し，「言便」 の 口語 と して の 使用が衰 退す る 。

　　 近世中期 ：国学者の
一部の 記述に言語事象 へ の 説明 に 「言便」が用い られる 。

　中世 中期の 「義源音 義」で は正確 に理解 され な くな っ たはずの 「言便」が， 中世後期

に は 広 く用い られて い る の は，他 に例 が得 られ ない ため 判断が難 しい 。 恐 ら く学術用語

と して用 い られ な くな っ た もの が ，世俗語 へ と移 っ た もの と考える べ きか 。 少 な くと も

結果 と して は学術 的場で の 用語 に は 「音便」が 定着 した もの とみ て よ い だ ろ う。

　「音便」が こ の 後 も学術的場で の 使用が 続 くの は ，「言便」 と用法上 の 棲み 分 けが あ っ

た と考え られ る 。 「言便 」 と基 本的 な意味 を同 じ くす る 「音便 」が ，俗 語的 な用 法で 用

い られ る 可能性 は常に あ っ た （cf ．（17））。 しか し 「言便」が広 く俗語 と して 用い られ て

い た た め ，「音便 」は学術 的 な場 で の 使用 に留 る こ とがで きた の で は ない か 。 つ ま り，「音

便」が俗語化 す る可能性 を 「言便」が抑制 した と考 える 。 そ して ， こ の よ うな棲み分 け

が近世初期 まで 続い た ため に，「音便」は今 日術語 と して の 資格を得る こ とが可 能で あ っ

た 。 学術用 語 「音便」成立 の 背景 には 「言 便」の 存在が あ っ た もの と考え られ る 。

　ただ し，「言便」自体の 用例が そ れ ほ ど多 く得 られ な い こ とや ， 中国文献の 影響 な ど，

未だ 問題は残る 。 今後更に検討が必要で あろ う。

注 1　同資料 は 「「読ク セ 」本編」「法華経読音句」「又様」「「旦」「大」等人名略称の 説明」「面

　　受口決」「法華読誦相承次第」「法華経陀羅尼 （随心 院本に は無 い ）」の 各章で構成 され る 。

注 2 「私 日叡一」ある の は ，私注者が叡 憲 で ある こ と を指す 。

注 3 こ こ で は 「穏便」 と 「音便」 とを基本的に 同 じもの と して 扱 う。 蛭 沼芽衣 （2013）で は

　　悉曇学に おける学説 として 使用 されて い た 「穏便」 （ヲ ン ビ ン）が ，次第に音の 便宜を指す

　　音便 （オ ン ビ ン ） に取 り込 まれ た とする。随心 院本に み える 「穏便」は 明らか に悉曇学に

　　お ける 「ヲ ン ビ ン 」 とは異な り， こ れに従 うなら既 に混同が 生 じた後に，「穏便」の 表記 を

　　選択 した もの と考え られ る。同論で は混 同の 頃 を，「中世 中期 頃」（p．】26）と推定する ため，

　　本書 はそ れ らよ りも早 い こ とに なる 。 しか し，「ヲ 」と 「オ」の 混 同時期 な どか ら考えて も，

　　本書 の 時期 に その ような例 が現れ る こ とは充分 に想定 可能で あ ろ う。

注 4　なお，西 来寺本で は引用 （2）に対応 す る箇所 には以下 の 通 りにあ る 。

　　　教   詔 四 ［下 モ 去声 二 読 ヘ ケ レ トモ 平声 ニ ヨ ム ナ リ］　　　　　　　 　 （4 丁表）

　　こ こ に は京大本，随心院本で 使用 され る 「言便」が み えな い
。 義源 原選 の 系統で ある 西来

　　寺本 に こ の 語がみ えない とい うこ とか ら，叡憲 に よる増補 に よっ て 「言便」が加 わ っ た と

　　も考 え られ る 。 西 来寺 本 と京大 本 ・随心 院本 を比較 する と，次の よ うな注文 自体 の 増補 な

　　どは確認で きる。 しか し原選本か ら存在する注文の 文言に つ い て は，三本全 て が異なる 点

　　などはあ る ものの ，増補 の 際に積極的 に手 を加 えた とい える痕 跡は見出せ ない 。

　　　張施 （上）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （西来寺本 11丁表）

　　　張施 ［シ 豎施也 。 セ 横施也 。］　　　　　　　　　　　　　　　　　 （京大本 8丁裏）

　　　張 （rp）施 〔上 ） ［シ 豎施也 。 セ 横 施也 ］　　　　　　　　　　　　　 （随心院本 表 9 丁表）

　　その ため，「言便」を積 極的 な増補 とする根拠 は 乏 しい
。 西来寺本が 転写の 過程で 変更 した

　　とみ る方が妥当だろ う。 こ の 例 は 「言便 」が 使用 され な くな る 過程に 関わ る もの とみ る べ
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　　 きだろ う。

注 5　『節用集』 等の 掲載の 音訓は ［右／左／右下 ／左下 …
］の 順序で 示す 。

注 6　伊京集 ・明応五 年本 ・饅頭屋本
・黒本本 に も記 載あ り。 易林 本に は記載 な し。

注 7 　『玉 塵』 に つ い て は 国会図書館蔵本 を主 と し，適宜叡 山文庫蔵本 と対 校 を行 っ た もの を挙

　　げる 。 た だ し両者に大 きな異同が ない 限 り断らない 。

注 8 架蔵本に は 「袁登古の 袁は」に ，「袁登古」の 上 に 「愛⊥ 次の 「袁」に ミセ ケチ で 「愛」

　　とそれ ぞれ 朱の書 き込み がある 。 但 し 「真淵 全集」 に こ れ に 関す る校 注は な く，存擬 。

注 9
“
sonsonete

”
は次の ような例か ら当時の ポ語 で 「調子」や 「音調」を意味する と判 断する 。

　　Prosodia
，
　ze，　Lus，　Acento，　ou 　sonsonete 　das　palauras．　Iap．　Cotobano　caig6 ．（『羅葡 日』 p．649＞

　　（私訳 ：音調，ポ語，ア クセ ン ト，あ るい は話 の調子． 日語 ．こ とばの 開合，）

注 10 ただ し．『羅葡 日』の ポル トガ ル 語語釈 には 「ゴ ン ビ ン1 に
“
elegantemete

”
，「ゴ ン ピ」

　　に
“
Elequentemente

”
と異 なる語 が対応 して お り，別語 と扱わ れ た可能性 もある 。

注 ll こ こ で は 「節用 集大系」所収の もの を対象に検索 してい る ．

注 12　こ の事象 に は，古い 時代 の 日本語 の 濁 音の 前に存在 した ，軽微 な鼻音 （濁音前鼻音）が

　　関係す る と考え られる 。 濁音 前の 撥音 の 消 失は 濁音前鼻音 と撥音 とが 混同 され た た め ，生

　　 じた もの と思われ る 。 ただ し， これ に は単なる 音 の類似 のみ で は な く，両 者の 音 韻体系 上

　　の 関係 な どを踏 まえた考察が必要で あ る 。 また 中世 末 に は濁音 前鼻音 は消 失傾 向に あ り，

　　特にザ行 の 消 失は早 く進 ん だ とみ られ る こ と など，考慮す べ き点は多 い
。

注 13　『志 不可起』 の 著者 は江 戸 出身であるため，注意は 必要で ある。 た だ，やは り江戸 の 著

　　者 に対 して 「ご ん び ん さはや か」の 形が伝わ りつ つ も，「言便」 自体 は伝 わ っ て い な い の は

　　無視で きな い
。 また

， 『志不可 起』 は関東語 を収録 して い る もの の ，著者 は比較的広 い 教養

　　をもっ て い た もの と推定され （白木進 （1983）），単純に方言の 問題だ けで は処理で きない
。

注 14 原文で は 「腹 中に腹 中に」 と あるが ， 誤 りと判断 し，「腹中 に」 と校 した 。
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The  Study of  the Gonbin

YAMADA  Shohei

Keywords:  Gonbin, Onbin, gap  of  use, form change,  diffbrent usage

This paper examines  the word  Gonbin. This word  was  used  as  a  general term to

refer to matters  regarding  pronunciation in HOkekyo--Ongi which  was  produced
by Gigen in the middle  of  the Middle  period. However, in the Late Middle peri-
od,  it became used  in the context  of  evaluating  correct  and  incorrect pronunci-
ation.  In this period, the word  Onbin as well  as  Gonbin was  used  for describing
linguistic phenomena. This paper infers that these two  words  had  diflerent us-

ages.

  Gonbin was  used  frequently in the form Gonbin zawayaca,  which  changed  to

Gonbi zawayaca  in the Early Modern  period. This change  restrained  the use  of

Gonbin and  ultimately  gaye rise  to a  new  usage  of  this word  fbund in scholarly

works  in the Mid-Modern  period.

  By investigating the usages  of  Onbin and  Gonbin, this paper argues  that the

existence  of  Gonbin as  a  colloquial  term  assisted  the establishment  of  Onbin as

a  technical term.


